
大田区IoT推進ラボ
東京都大田区

 区内中小製造業
 地元産業団体等
 大田区産業振興協会
 大学、研究機関

 地方企業
 大企業
 ベンチャー企業

事業の内容

参加（予定）プレイヤー

事業イメージ

事務局（大田区）

事業目的・概要
大田区の強みである「仲間まわし」にIoT技術を活用し、受注拡
大を図ることで「仲間まわし」の衰退を防ぎ、地域経済及び日本
経済の活性化に寄与する。

事務局
大田区

今後の展開
大田区に適したIoT技術の調査、実証実験等を推進する。

 IoT技術の活用により、区内中小製造業の既存ネットワークに
おける効率化や生産性向上を促進するとともに、地方企業の
参入を喚起し、新たなネットワークの形成を進めていく。

運営主体となるコンソーシアムの構築・推進により、自立化を
目指す。

 調査、実証実験等

重要業績評価指標（KPI)
 「IoTを活用した仲間まわしの対象とする企業数」
（33年度までの累計）500社

大田区製造業
コンソーシアム

 自立的に、受注連携のルール化、適切な
企業の選択、テーマ創出、マーケティング
等を推進できるようにする。

 待ちの姿勢から提
案型の姿勢へ。

 ものづくりの企画・
設計から参画する
案件を獲得する。

 仲間まわし業務にIoTシステムを活用。
 効率化・生産性向上により、高い

QCDを確保する。


	スライド番号 1

